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二.事業の概要～令和 3（2021）年度事業計画の達成報告 

 

１．大学の拡充と将来構想  

（A）大学に関する事業 

令和 4（2022）年 4 月保健衛生学部救急救命学科を開設するため、令和 3（2021） 

年 4 月文部科学省へ学科の設置の届出を申請し、令和 3 年 6 月末に受理されました。 

本学科は、三重県初の救急救命士養成学科であり、4 年間の充実した学びで、病院前 

救急医学に関する知識と救急・災害医学に精通し、博愛精神を基本に人の痛みや苦し 

みに目を向け生涯にわたって継続的研鑽・学習に励み、専門的知識・技術の水準を維 

持する能力と態度を身につけ、救急指定病院、救急搬送サービス、大規模災害等において

活躍できる救急救命士を養成します。第 1期生 47 名（入学定員 40 名）を迎え、 

救急救命学科の新設により完成年度の令和 7 年度には本学の収容定員は 2,920 名とな 

ります。 

  また、医療・福祉の総合大学として、学部、学科、専攻の更なる充実を図り、社会 

のニーズに適応した学部学科等の新設、再編について検討しました。現在、臨床検査 

士養成課程は、保健衛生学部医療栄養学科に専攻として設置しているため、高校生や 

社会から認知されにくいとの側面があります。今回、臨床検査士養成課程を学科とし 

て独立させ設置することとしました。現在の保健衛生学部医療栄養学科（入学定員 90 

名）を改組し、保健衛生学部臨床検査学科（入学定員 50 名）とします。医療栄養学 

科は入学定員を 40 名に変更し、管理栄養士養成課程として存続させます。引き続き 

医療系総合大学の強みを生かして医療に重点を置いた栄養と食のスペシャリスト養成 

カリキュラムを推進し、医療現場で必要とされる管理栄養士の養成を行います。令和 

4 年度は、文部科学省及び関係省庁と調整を図り申請及び開設準備を進めていきます。 

 

（B）大学院に関する事業 

   大学院医療科学研究科医療科学専攻修士課程臨床検査学分野において、令和 2 年度 

より開始しました細胞検査士資格取得コースにおいて、臨床検査技師の資格を取得 

後、さらに高い技術と実践的能力を有した細胞検査士を目指し、入学した 2名が資格 

試験に合格しました。 

  

（C）大学附属桜の森病院の開院 

2021 年 4月 1 日に大学附属桜の森病院を開院し、病院の組織体制及び院内規程の整 

備を完了しました。また、認証機関による審査に合格し、2021 年 10 月 11 日付で 

ISO9001 を取得しました。 

本院は、鈴鹿市医師会、地域在宅診療医療機関より要請を受け、大学附属病院として 

は全国初の完全独立型緩和ケア病院です。鈴鹿市・亀山市内の医療機関との関係強化 
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に努め地域の診療所や急性期病院と連携を図り、緩和ケアを担います。医療専門職を養

成する本学の利点を生かし、多職種によるチーム医療を行うとともに学生に学びの 

場を提供します。 

 

【救急救命学科】 

  

救急車                  救急車カットモデル 

 

  

心肺蘇生訓練用人形 
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２．大学広報の強化とパブリシティ 

令和 3 年度は、広報活動強化目標の 1 つに掲げた「新学科の広報強化」のツールと 

して、「保健衛生学部 救急救命学科」特設サイトを公開しました（5 月 28 日公開）。7 

月にはメディア対象に「救急救命学科 開設発表」を行い、計 9社から取材を受けま 

した（7 月 7 日実施）。 

大学や学部学科の取り組みについては、新型コロナワクチン大学拠点接種実施（8 

月 31 日取材）をはじめ、作業療法学専攻の VRを活用した授業（11 月 26日取材）、多 

職種連携教育への取り組み（3月 25 日取材）など特色ある授業などを取り上げ、コロ 

ナ禍においても、大学での学びを止めないための随所に配慮した対策や取り組みにつ 

いて広報を行いました。  

教育や研究の成果については、研究振興課と社会連携研究センターと協同で新しいサ

イトを立ち上げ公開しました（3 月 31 日）。研究の成果については、同課と同センターよ

り情報提供を受け、今後も大学ホームページの What's New や SUMS News でも発信して

いきます。 

 

■新聞､テレビ､ラジオなどのマスメディアを利用した広告活動について 

昨年に引き続きコロナ禍による社会情勢に気を配りながらのプレスリリースとなりまし

たが、広報内容ごとに効果的な媒体を見極め、本学の教育・研究・社会貢献活動などに関

する情報発信を随時行い大学 PR へと繋げました。 

マスメディアに対しては、特に新設の救急救命学科に関するタイムリーな情報発信や 

積極的な広報に努めました。 

 

・プレスリリース：計 17 件 前年度比 ＋4件 目標比 ＋20％ 

（プレスリリース内容に対する取材件数 47 件、告知掲載件数 4件） 

・マスメディア掲載状況：計 70 件 前年度比 ＋15件 

内訳：テレビ・ラジオ（20件）、新聞（44 件）、雑誌他（6 件）  

・新聞広告／マスメディア協賛：計 19件    

内訳：テレビ・ラジオ（9 件）、新聞（8 件）、雑誌他（2件） 

 
 [公式 SNS の運用]  

・公式 SNS 配信数：計 66 件 前年度比 ＋15 件 目標比 ＋19％ 

▽内訳 

・LINE 投稿件数：31件（メッセージ 29 件、タイムライン 2件）  

友達追加数：2,035 名（2022.4.25データ）※前年度比 ＋600 名 

※ブロック数を含む  

・Instagram 投稿件数：35件  
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フォロワー数：736 名（2022.4.25データ）※前年度比 ＋274 名 

 

■ホームページの『受験生応援サイト』について 

コロナ禍による高校生との接触する機会減少を補うため、引き続き昨年度リニュー 

アルした「受験生応援サイト イベント情報ページ」内コンテンツを強化しています。 

「特設：メール･オンライン入試相談」…メールでの入試相談 

「入試対策講座」…動画による入試のポイント解説 

他にも、「在学生の声を紹介するコンテンツ」では、継続した更新作業に留意し、リアルな

学生の声が届くよう充実させています。 

取得可能な資格、就職支援、就職状況、在学生や卒業生の声など学生へのサポート内容につ

いては、就職・キャリア支援課より情報提供を受け更新し、ホームページに掲載していま

す。在学生をはじめ、受験生や保護者などへ本学の就職支援についての情報提供を行い、本

学の取り組みについて広報しています。 

 

３．入学選抜に関わる改善 

早期より優秀な学生の確保を実現するため、学校推薦型選抜入試の改善により志願者増

につなげることができました。また、現状分析を行い、大学入学共通テストを利用する選抜

方式の内容（利用方法等）を見直し、2 科目判定型を追加することにより、学科内併願者の

大幅増加となりました。 

入試会場については、受験生のニーズに対応し、一般選抜 A 日程において岐阜会場を新

設しました。また、前年度志願者状況を見て那覇会場（基礎テスト方式）、大阪会場（一般

選抜 B日程）を閉鎖し適正化を図りました。 

ディプロマ・ポリシーから想定される各学科が入学前に求める具体的能力（高校での履

修内容・レベル）を明確化し、アドミッション・ポリシーをより明瞭にし、入学後の学力不

足の解消を目指すため、入試ガイド及びホームページにて「入学までに身につけてほしい

教科・科目」として、各学科・専攻ごとに高校での履修の重要度（科目別）を明記しました。 

 

４．教育の充実 

①本学教育の基本的方向性と具体的施策の立案実施 

教育改革委員会は、各学科の教育質保証委員会と連携し、学力を担保しつつ留年・休学・

退学をさせない「トコトンできるまで教育」（SUMS 方式学修支援メソッド）」を樹立 

 するため、修学年限内の進級率及び卒業率の向上のための面倒見の良い教育を目指し、特

別教育を構築し、その実施を推進しました。各学科の教育質保証委員会から前期と後期に

報告書が提出され、教育改革委員会はそれらの報告書の内容について審議し、審議結果を

各学科へ還元しました。次年度以降も修学年限内の進級率と卒業率の 100%を目指していき

ます。 

 



 
 

15 
 

②FD活動による教員意識の改革と授業改善の取り組み 

FD 研修会等の実施により、新しい生活様式においても対応可能な ICT を活用した双方向

型授業を含めた教育形態の更なる改革を推進するために、FD 推進委員会は学内外のオンラ

イン開催研修会等を全学的に案内し、参加を促し、教員の教育能力の向上を図りました。ま

た、FD 推進委員会が 2019 年から毎年発刊している FD マニュアルの 2022 年度版において

は、例年掲載している「学生による授業評価学長表彰受賞者の取り組み例紹介」などに加

え、本学において教育効果があると判断されるエビデンスを掲載し、習熟度に応じた教育

手法を全教員により遂行するための授業形態や教材などの活用についても掲載し、全教員

へ配布し、利用促進について周知し、意識改革に努めました。 

③「learningBOX」などの学修支援システムを最大限に利用 

  基礎学力養成教育を意識したリメディアル教育の実施を支援する組織を「医療人底力教

育センター」内に設置することを決定し、2022 年度から本格的な運営がなされることにな

りました。 

遠隔会議システム Zoom や動画などを活用した反転授業用教材を事前学習や事後学習 

に役立てるために、全教員及び全学生の learningBOX の活用を目標に、各学科あるいは全

学共通分野において１科目以上での導入ができる体制を整備しました。 

 

④全学的な数理・データサイエンス教育の拡大・強化 

「数理・データサイエンス（統計学、数学、コンピュータサイエンス、人工知能）」など

今後の社会に必要とされる数理的思考やデータ分析・活用能力を育成する科目として、全

学科・専攻の 2022 年度新入生のカリキュラムに「医療人底力実践Ⅲ(データサイエンス)」

を必修科目として組み入れました。 

 

⑤学修支援システムを最大限に利用した自学自習・演習の実現 

learningBOX や SUMS-PO などの学修支援システムを利用した自学自習用の教材を各学科

あるいは全学共通分野において１科目以上の導入を目指し達成しました。learningBOX の利

用率は 2021 年 10 月に実施したアンケートでは 6 割強という結果でしたが、教員・学生と

もに使い易いと評判が高く、利用率は増加傾向にあります。また、SUMS-PO を活用して学生

の学修成果を教員が共有できる仕組みを構築し、次年度以降はその仕組みを実施し、更な

る学修支援を行います。 

 

⑥ＩＲ推進室による分析データの活用 

   SUMS-PO の学修カルテ機能で学修成果とその到達度などについて、学生自身や保護者、そ

して教員がリアルタイムに確認できる環境が整備され、個別指導に活用できています。ま

た、各学科・専攻の IR担当教員が SAS システムを活用し、各学科の現状を把握し、情報を

共有し、教育質保証委員会は個別指導体制を構築しました。 
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⑦学修者本位の教育 受身ではいられない自主的な修学を支える体制づくり 

一人ひとりの学生が「何を学び、何を身に付けたのか」を評価検証する教育質保証を実践

するために、学修成果を正確に測定し、その成果を活かせるような仕組みである「SUMS-PO の

学修カルテ機能」を活用しました。 

 また、教育目標について、卒業時に学生による学習到達度の自己評価を調査し、その結果を

本学ホームページに公表し、大学として教育成果を確認し、教育改善に繋げる仕組みを実行

しました。 

（2）「学生に合わせた到達度重視の教育を推進」と「トコトンできるまで教育」の実施 

①「何を教えたかではなく、何を身に付けたか教育」の実施 

学生の授業理解度を確認しながら、「身に付けた教育」を評価する仕組みを作り、達成度を

重視した評価方法の整備を検討し、learningBOX などを活用することで一定の方向性の目途は

立ってきましたが、本格稼働に至る仕組みを検討しています。 

学生の理解度に合わせた「よく分かる授業」、「身に付く授業」を実施するため、クリッカー

等の使用環境を整備し、稼働しています。 

演習・実習科目の評価方法、ルーブリック等の評価尺度の設定を各学科令和 3（2021）年

度末までに 80%以上の科目で実施しました。 

 

②面倒見の良い教育、満足度の高い教育の実現に向けた取り組み」 

新入生に対して、入学時に learningBOX を用いてプレイスメントテストを実施し、基礎学

力が不足している学生を抽出し、専門教育に向けたリメディアル教育を実施しました。 

 

③国家試験や資格試験に対応し全員合格を目指す教育」  

    各学科や学年の学習内容に対応した国家試験対策プログラムを教育質保証委員会が実施

し、その実施状況を国試対策委員会においても管理しています。国家試験対策等として CBT

教育センターの設置について今後も引き続き検討していきます。これまでは、薬学科のみ

修業年限内合格率を毎年算出してきましたが、今年度から全学科別に数値化し、運営協議

会の中で情報共有しました。 

 

（3）全学科横断教育「医療人底力教育」と「多職種連携教育」の更なる充実と推進及び

「附属施設」を活用した実習の計画的実施 

2021 年度は一部対面で実施することができ、教科書をもとに学生が予習・復習し、教員

も教科書に沿って指導することができ、教員間の指導内容や、指導及び評価方法の標準化

が図ることができました。。 

また、2022 年度設置される新設学科 (救急救命学科) や 2021 年開設された大学附属桜の

森病院および桜の森白子ホームとの連携と協力体制を図る統合的カリキュラムを編成し、
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2022 年度も一部カリキュラムを変更し、教育改善を行いました。特に全学科横断教育の必

修科目として「医療人底力実践Ⅲ(データサイエンス)」を追加し、DX 化を意識したオンラ

イン開講を継続する科目について、学科等で教育効果があると判断し、選定した場合は、

2022 年度も更なる充実と推進に努めます。  

・底力実践プログラム 

(1) 学科別プログラム 

学生に専門職としての自覚を促し、学習意欲を高められるよう早期体験学習や専門職とし

て活躍する先輩諸氏の講演などを含むモデルプログラムが各学科で実施できました。 

 

(2) 実践Ⅱ（前期体験プログラム） 

医療人マナー、認知症サポート、介護・介助技術、救急救命、従来のコミュニケーション

ワークに加え、多学科混成チームで医療現場のリスクマネジメントについて考える KYT ト

レーニング、および患者の心理を理解し、信頼関係を築くための傾聴トレーニング、自己と

他者の両方を尊重する自己表現の仕方のアサーショントレーニングを実施しました。 

 

(3) 実践Ⅲ（後期プログラム） 

前期プログラムの学びを生かせるよう施設体験、ディベート、プレゼンテーションを実

施しました。感染症拡大防止のため、施設体験は「桜の森病院」院長に緩和ケアの定義や実

態について講演頂くことによって体験学習を代替しました。ディベートでは、論理的思考

力を、プレゼンテーションでは、情報の収集、情報の吟味や整理の方法、プレゼン資料の作

成の仕方、情報の発信の仕方を実践的、主体的に学び、学生には自分が学び、他者に伝える

ことがチームの能力を高めるということに気づき、他者から学ぶことの意味や重要性も考

えることを実践でき、2022 年 1 月 13 日に開催したアカデミックフェアでその効果が確認

できました。 

 

① 「多職種連携教育の推進」 

4 年次において、複数学科の学生がチームを組み、地域の病院、老健施設、訪問看護ステ

ーション、地域包括ケアセンター等で「医療人底力実践（応用）」を行い、2021 年 10 月 9

日開催の学生による報告会では、その成果が確認できました。 

3年次において、「医療人底力実践（展開）」を遠隔で実施し、多職種連携教育（チーム 

 医療教育）に質の高い教育を担保したプログラムを構築し、年々履修生が増加していま 

す。（2019 年度:45 名、2020 年度:47 名、2021 年度:60 名） 

2年次において、平成 29 年度より始まった三重大学医学部との共同授業「慢性疼痛チ 

ーム医療者養成プログラム」の授業を、感染症拡大防止のために遠隔で実施しました。 

満足度アンケートでは 113人中 113 人が満足・やや満足と回答しており、多職種連携教 

育を推進できました。4 回目通算 138 名の修了者を出しており、今後も三重大学と協力 
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し継続する方向で進めていきます。 

 

②「大学附属桜の森病院」及び附属施設「社会福祉法人サムス会特別養護老人ホーム桜

の森白子ホーム」を活用した実習の企画と推進 

  大学附属「桜の森病院」の令和 3（2021）年度の開設に合わせ、実習病院として活用する

ために各学科の実習内容に合わせたカリキュラムを立案しました。緩和ケア実習検討部会

は組織を編成しましたが、コロナ禍で実習が中止となり、十分な活動ができませんでした。

「事例と実践で学ぶ多職種連携教育」は、コロナ禍であるにも拘らず、質の高い教育を遂行

できました。 

 

５. 学生支援の強化 

①国家試験、資格試験の合格率 100％を目標に、きめ細かい指導方法の確立と実行 

学長を委員長として、副委員長及び各学科担当教員等で構成される国家試験対策委員会 

 を年 4 回開催して、指導の進捗状況を共有しながら課題に対して施策を実施しました。オンラ

イン授業や対面指導の有効方法を共有し、成績下位層への指導についても各学科での有益な取

り組み方法及び結果を共有して、学内模試の成績向上に貢献しました。 

 

②就職率 100％を目標に、医療機関に加え民間企業への就職支援を拡大 

年度末に副学長（学生・社会貢献担当）を委員長として、各学科担当教員で構成される就職

委員会を開催して、各学科での取り組みの共有や成果報告を行い、例年通り各学科でほぼ 100％

の就職率になる見通しとなりました。就職ガイダンスによる就職支援では医療機関への就職希

望者と民間企業への就職希望者とに分けて開催し、就職活動の心構えから、履歴書作成、面接

についてオンライン形式でガイダンスを実施しました。個別指導では、職員 2 名体制で Zoom

形式による指導を行い、学生相談や面接指導を実施して学生の要望に対応して就職試験のサポ

ートを行いました。薬学部では採用担当者や本学 OB/OGを招聘して話を聞く機会を設けて学生

の就職への意識付けを行い、例年より早期からの就職内定取得に繋がりました。白子キャンパ

スにおいて 12 月よりオンライン形式による個別の医療機関、企業説明会を実施して、3 月の

就職活動解禁から活動開始ができるよい機会となりました。 

 

③学生アンケート調査結果も踏まえ学生支援体制を強化し、面倒見の良い大学を実践 

  従前より学生総会時に行っていた学生アンケートの項目を見直したことで、前年以上の

記述回答を得ることができました。このアンケート結果を、学友会及び学生課で取りまと

めを行い、関係各所に伝達し対応・改善を求めました。 

また、学生満足度を経年で比較･評価できる指標の作成を学生の意見も取り入れながら進め

ていましたが、年の大部分がオンライン授業となり継続して意見を聴取する機会を逸して

しまったため、次年度も引続き作成業務を行い、実施まで繋げていきます。 
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④学生相談室の相談体制の向上 

学生相談室の全ての担当者が、対面による相談に加え、メール、電話、オンライン形式で

の相談を実施しました。 

教職員を対象とした情報発信については、コロナ禍の影響で個々の学生対応に時間と人手

を要したことなどから十分には達成できませんでしたが、教職員との連携についてはオン

ライン形式やメール、対面など多様な手段を用いて行うことができました。 

 

⑤学友会やクラブ活動･ボランティア活動の支援 

学友会等の活動は、今年度も新型コロナウイルスの影響で当初予定されていた年間行事

計画のうち中止を余儀なくされた行事が多くありましたが、大学祭やクラブ活動、ボラン

ティア活動は、新型コロナウイルスの感染状況に注意しつつ、感染防止対策を万全に行っ

たうえで実施しました。 

ボランティア活動では 1 年生、2 年生を中心に 1600 名以上の学生がボランティアセンター

への登録し、意識の高さがうかがえました。 

 

６．教職員の能力・資質向上と人材確保 

令和 2 年度から開始した「教員評価制度」は学術活動実績を重視しつつ、本学の組織と

して理念・目標に沿った PDCA を回しているかどうかという観点を加えて半々の重みで評価

しています。特に PDCA 評価では、各教員が年度目標を提出し、期末に自己評価したものを、

一次評価し、更に二次評価を行いました。この評価制度を継続していくことで、課題等を明

確にし、更に仕組みの質向上を目指していきます。 

 

○令和 3 年度研修実績 

開催月 研修内容 参加人数 

令和 3 年

9 月 

・FD/SD 講演会 

「高等教育の質保証とデジタルトランスフォーメーション｣ 

・コンプライアンス研修会 

「令和 3 年度公的研究費の運営・管理に関わるコンプライアン

ス研修会｣ 

教員 213 名 

事務 64 名 

教員 104 名 

事務 14 名 

令和 3 年

12月 

・事務職員研修会 

「ハラスメント相談窓口対応のすすめ方｣ 

・私学連携協議会みえ FD/SD 研修 

「著作権について｣ 

教員 1名 

事務 18 名 

教員 35 名 

事務 57 名 

令和 4 年

2 月 

・高等教育コンソーシアムみえ FD/SD 合同研修会 

「退学予防から見える教育改革の方向性」 

事務 8名 
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令和 4 年

3 月 

・教職員全体研修会 

「ハラスメントの理解と対応｣ 

「地球環境とエネルギー～省エネから考える未来～｣ 

・SD 研修会 

「数値データをもとに議論する文化の醸成」 

「仮説を立てて実証・検証する思考法」 

・FDSD 研修会（三重大学） 

「教育の質保証の課題と最新動向」 

教員 206 名 

事務 63 名 

 

事務 63 名 

 

 

事務 11 名 

また、本学以外の機関または団体が主催する研修会など、29 の研修会等に延べ 40 名の職

員が参加しました。 

・教育目標や教育課程に則した教員の確保、配置 

教育重視を実現するため、その目的に即した新規教員の確保が多くの学科でできました。

また、授業担当を決定する際、学科会議で授業担当時間数の適正化を図った上で学科案と

して、教授会へ提案し、審議し決定しています。今後も更に適正化を図り働き方改革を進め

ていきます。 

・数理・データサイエンス・AI と社会とのつながりについて教えることができる教員を

養成するための FD を実施 

2021 年 9 月 1日に開催した FD・SD 講演会において、医療健康データサイエンス学科長に

よる「医療福祉分野における AI・データサイエンス人材の育成方法」というテーマで、デ

ータサイエンスにより価値を創造させるには、多面的な視野で考えながら、作業現場での

オリジナルデータ収集を体験させ、仮説を立案し、グループで試行錯誤をさせ、データの意

味を深く考え、社会実装を実証する教育が必要であるというデータサイエンス教育のサイ

クルについて学びました。オンライン形式での開催のため、100%の受講率とすることがで

きました。 

 

７．研究活動の活性化を通じた社会貢献  

本学には西洋医学と東洋医学の融合や医療と福祉の連携に取り組む教員・研究者が多数お

り、これらの研究者の力を結集した統合医療・医療福祉等の研究の推進は重要です。 

そこで、本学の統合医療・医療福祉連携研究の発展に寄与し、実社会で求められている課題の

解決に資することを目的として、令和 3（2021）年 10 月に「SUMS 学科横断的共同研究費助成

制度」を設置し、同年度から公募を開始しました。応募にあたっては、3 学科以上の教員・研

究者から構成されたチームが、実社会の課題解決に資する統合医療・医療福祉等の研究等を

推進する共同研究課題を申請し、その内容を「社会連携研究センター運営委員会」及び「研究

実施委員会」が審査し、「大学運営協議会」の議を経て決定されることとしました。 

今年度は 3 課題（①加齢による体力・精神力の減少に対する鍼灸治療等の効果、②介護保険

からの自立に向けた地域支援事業評価、③WHO 国際統計分類に基づく情報と痛みの関連データ
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収集）の応募があり、審査委員会による評価点を参考に、3 月の大学運営協議会で審議の結果、

3件ともに本学の特色を打ち出す研究課題であるとして採択されました。 

研究推進を目的とする教員研究費は、各学科の教員構成に応じて学科単位に配分され、各

学科は学科長・専攻長の裁量により全教員（原則、助教以上）に分配されました。 

 

・社会人、特に本学卒業生の大学院入学促進を目的とした広報活動、情報提供を強化 

社会人、特に本学卒業生の大学院入学を促進するための広報活動、情報提供の強化につ

いて、薬学研究科と看護学部においては、学部生や卒後社会人に対する大学院入試説明会

を開催しました。また、県内の病院等へ大学院募集要項等を送付し、大学院進学情報を広報

しました。さらに、本学同窓会会報誌への大学院入試情報の掲載と共に、県薬剤師会、県看

護師会等に大学院入試情報を紹介し、卒後社会人に対する大学院進学情報の広報に努めま

した。 

 

本学は鈴鹿工業高等専門学校との間で平成30(2018)年2月、「学術研究交流に関する協定」

を締結し、近隣地域における産業振興、イノベーション創出、人材育成等を目的として、そ

れぞれの特色を生かした医療・医学・工学等の分野における学術研究に係る連携推進を図

ってきました。また、この協定に基づき、両高等教育機関における学術研究の定期的情報交

換を行う研究会（SUMS-NITS医工連携研究会）を開催することになり、令和3(2021)年度は9

月に第9回研究会、3月に第10回研究会をオンラインで開催しました。この研究会には毎回、

両校の教員と大学院生、鈴鹿市内の企業等から約50名の参加者があり、活気ある意見交換

が行われました。なお、科研費助成金等の獲得に向けて両校の教員による共同研究（現在2

件）が進められています。 

 

シミュレーション・ラボに設置されている機材の活用状況について、新型コロナウイ 

 ルス感染拡大収束の見通しが立たない状況にあったため、令和 3 年度の研修も、令和 2 年

度研修内容をさらにバージョンアップさせて実施しました。個別対応型研修、在宅医療ア

ドバンス研修 A と B、高度スキル研修（臨床推論）、フィジカルアセスメント研修をすべて

オンライン（Zoom）で実施しました。また、薬剤師のための予防接種研修実技プログラム

は、感染防止に配慮しながら対面実施しました。すべての研修会を通して薬剤師約 300 名

（述べ人数）が参加しました。 

薬学生に対しては、事前実習（4年次生後期必修科目）においてシナリオ・シミュレーショ

ンならびにバイタルサインチェック研修をオンラインにて実施しました。 

在宅医療支援車両（モバイルファーマシー）の活用状況について、災害時における薬剤師の

役割について、オンラインにて講義と演習を実施しました。 

 

８．国際交流の推進  
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コロナ禍の影響が大きく、天津中医薬大学、中国医薬大学、コンケン大学との学術交流は

実情として進展することができませんでした。感染状況が落ち着き次第、感染対策を万全

に行い、国際各学科の国際交流の歴史が異なり、鍼灸サイエンス、看護、医療健康データサ

イエンス学科においては、すでに各学科の目標を持ち国際交流を実施しています。各学科

の学生達が将来必要となる学習内容、教員間での専門研究等ついて、コロナ禍のため従来

の交流は実施できていませんが、感染状況が落ち着き次第、全ての学科学生、教員のモチベ

ーションを高める内容と目標を設定し、交流を再開できるように努めていきます。 

 渡航手続（安全情報、予防接種等の情報含む）に関する留意事項はホームページにて公開し

ています。また、海外危機管理に関するマニュアルは昨年度の国際交流委員会で協議した

が、令和 4 年度から国際交流を専門とする教員が着任したため、国際交流に関する体制の

整備を進め、海外危機管理マニュアルについても完成させます。 

令和3年11月22日に開催した国際交流委員会において、学内の各レベル(大学、学部、学

科、個人)で実施されている国際協力活動(学術、教育、その他)の現状報告を行い、全体で

情報を共有しました。コロナ禍のためオンラインではありますが、学生に係る国際交流活

動として、次の内容を実施しました。 

・放射線技術科学科：令和4年3月2～6日に開催された欧州放射線学会（ECR）において、4年

生（1名）が発表しました。 

・看護学科：令和3年4月10日、英国で勤務する日本人看護師の国際交流会が開催され、1～

4年生（48名）が参加しました。 

      令和3年6月15日、英国で勤務する脳神経専門看護師の特別講義が開催され、3

年生（88名）が参加しました。 

 

９．学長のリーダーシップによる大学活性化のための継続可能な組織体制改革 

令和 4 年 3 月に SD 研修として学長による「数値データをもとに議論する文化の醸成」と

題して講演を実施しました。 

令和 4 年 3 月に SD 研修として副学長（大学院・研究担当）による「仮説を立てて実 

証・検証する思考法」と題して講演を実施しました。 

本学の創始者が示した指針に「第 1 に教育」「第 2 に研究」があり、教育のウエイトを最

重視しています。その上で、大学の使命として、質の向上とブランド力向上等の大学全体の

機動力を強化していくための「大学スタッフとしての業務」のウエイトが高まっています。

更に、「社会貢献・地域貢献」も重視しており、各教員の仕事量は増加していますが、配分

比率は目標値に近づいていると判断しました。 

 

活動計画（1 年）の達成状況について自己点検・評価を実施し、その結果を基に外部評価

委員会を開催（コロナ禍にて書面評価となった）し、全評価員から本学の自己点検・評価結

果及び達成状況に対して、その評価と質問事項、指摘事項を頂いています。本学はその課題
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を検討し、評価員に回答し、その回答のうち、課題として扱うものについては、次期活動計

画に組み込み、その解決に取り組んでいます。以上のことから上記の PDCA サイクルは継続

しており、質は向上しています。 

IR 推進室の室員（教員・事務職員）によって、事実の確認をするための実態データ等を収

集し、分析を行いました。学生の学修時間の状況調査や意識調査を実施し、集計結果に関す

る情報を公表し、学生自身が学修成果とその到達度などを認識できるようにしました。更

に、各学科・専攻の IR担当教員が抽出した成績不振学生のデータを基に、各学科・専攻の

教育質保証委員会で検討し、教育改善及び指導体制について具体化し、実施しています。 

 

・危機管理体制の整備 

  現在の全世界の状況をみても、いまだ収束の兆しは見えずさらに多くの制約を強いられ

る中で刻々と変化する新型コロナウイルス感染症(COVID-19) に対する詳細な対応マニュ

アルを改定し続ける必要がある為、現行第 5 版まで作成し、学長と危機管理チームが連名

で発信を行っています。また、各部門で想定される事象ごとの対応マニュアルやガイドラ

インの作成も行い、関係者が一堂に会する「防災・危機管理対策委員会」において、各部門

の進捗状況や今後の取り組み等についての報告を行いました。学長のリーダーシップの下、

災害時における事業継続計画（BCP）の作成を含めた諸規程・ガイドラインの充実を引き続

き進めていきます。 

教職員を対象にハラスメントについて理解を深めるため外部講師による研修会を実施しま

した。それによりハラスメント相談窓口となる部署に対しハラスメントについての理解と

相談窓口となる部署のレベルアップが図られました。 

 

10．財務基盤の充実  

大学全体では定員を充足することができ、学納金収入も前年度比で約 2.3％（目標比 ＋

0.8％）増加しました。 

令和 2年度学納金収入・・・4,313 百万円 

令和 3年度学納金収入・・・4,412 百万円 

 

令和 4 年 4 月開設の保健衛生学部救急救命学科の設置、建物改修・修繕計画、学科で必

要な機器等の購入計画などを盛り込んだ中期財務計画を作成し、今後、多額の予算が必要

になる事業計画は、この財務計画を参考にしながら検討をしていきます。 

今年度購入の X線 CT撮影装置においても更新予定計画と補助金募集が重なり補助金を獲得

することができました。 

今年度外部資金の獲得金額は、昨年度と比べると受託研究で 2,600 千円増加しました 

が、共同研究で 9,000 千円、寄附金で 3,000 千円減少しました。また、科学研究費補助 

金でも 9,000 千円の減少がありました。 
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①令和3年度の受託・共同研究、寄附金の入金額 

受託研究：7件、8,600千円（令和2年度：6件、6,089千円） 

共同研究：6件、9,880千円（令和2年度：9件、18,746千円） 

寄附金： 7件、14,820千円（令和2年度：11件、17,387千円） 

②令和3年度に交付を受けた文部科学省科学研究費補助金における研究代表者の採択件数

と配分額（間接経費含む） 

45件、60,970千円（私立大学136位/591校） 

〔令和2年度：47件、69,160千円（私立大学123位／583校）〕 

 

受変電及び空調設備等の大規模改修工事は複数年計画（2 年～6年）により実施とし、改修

工事費を分散しました。 

・千代崎キャンパス受変電整備は東洋医学研究所を実施 

（令和 4 年 JART 記念館受変電整備で千代崎キャンパス内の受変電整備は完了） 

・千代崎キャンパス図書館空調改修は 4 ヶ年計画の 2 年目工事分を実施 

・千代崎キャンパス A講義棟講義室 2室の整備工事を実施 

（令和 4 年度も 2講義室整備を予定） 

・白子キャンパス 3 号館空調改修は 2ヶ年計画の 1年目工事を実施  

 

千代崎・白子キャンパス施設中長期整備計画の見直しを行いました。（令和 3年 11 月完了） 

 

11．４つのポリシーの実質化 

  カリキュラム・マップを基に新入生にはオリエンテーション、在学生にはガイダンス時に

説明し、ディプロマ・ポリシーとの一貫性を周知しています。また、個人面談の際にも資料

として利用し、教務システム SUMS-POの学修カルテ機能から、履修科目がディプロマ・ポリ

シーに繋がっていることが可視化できるようにしています。 

卒業時には、「学修成果に係る自己評価」アンケートを実施しており、毎年 85％以上の回答

率の中、80％以上の卒業生が「達成している」「ほぼ達成している」と回答していることを確

認しています。本アンケート結果をホームページ上で公開し、卒業生に結果を周知するとと

もに、教育質保証委員会を中心に改善点を検討しています。各学科のアセスメント・ポリシ

ーに基づいて、教務システム SUMS-PO の学修カルテ機能を活用し、学生の PDCA を促し、教

育効果の有用性を確認する仕組みを構築し、各学科の教育質保証委員会で確認し、学修指導

を行っています。 

 

12．施設の改修及び教育環境等の改善 

・千代崎キャンパスの計画に沿って改修工事を完了しました。 
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（A 講義棟）教室整備〈内装、二重床化、照明（LED 化）、什器類〉 

（令和 3 年 8月完了） 

（図書館）空調整備〈4 か年計画のⅡ期工事〉（令和 4 年 3 月完了） 

 （大学院棟）エレベータ更改〈2号機〉（令和 4 年度以降実施に変更） 

 （東洋医学研究所）受変電設備整備（令和 3 年 6月完了） 

 （その他）学部増設計画に伴う新増築案作成（引き続き検討中） 

・白子キャンパスの計画に沿って改修工事を完了しました。 

 （1 号館）5.6.7 階整備〈未活用スペースを改修及び薬学部施設の見直し〉 

（令和 3 年 10月完成） 

 （2 号館）看護学部施設の整備（令和 4年 3月～7 月で整備工事実施） 

（3 号館）空調整備（2 か年計画のⅠ期）（令和 4 年 1 月完了） 

 （コミュニティハウス）救急救命学科用施設の設置（令和 3年 11 月完了） 

（全体）電話設備及び放送設備の更改（令和 3 年 8月完了） 

 

【白子キャンパス 1 号館】 

  
1604 CBT 演習・試験室          1606 講義室  
 

  
1615 自習室               1701 講義室                
 
 
 
 


